


　
ご
多
忙
の
中
ご
出
席
た
ま
わ
り
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
市
の
面
積
は
非
常
に
大
き
く
、
地
域
の
皆
さ

ん
も
合
併
前
か
ら
見
れ
ば
不
便
だ
と
感
じ
る
と

こ
ろ
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
を
ど
の
よ
う

に
改
善
し
て
い
く
の
か
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

す
が
、
若
い
世
代
の
人
は
他
市
と
の
交
流
な
ど

か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
得
る
こ
と
が
多
い
も

の
の
、
年
配
の
方
た
ち
は
昔
が
良
か
っ
た
と
い

う
懐
古
的
な
思
い
に
至
る
こ
と
が
多
い
と
思
わ

れ
ま
す
。
ま
だ
、
市
町
村
合
併
に
よ
る
成
果
の

実
感
を
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
な
い
部
分
が
あ

る
か
ら
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
し
か
し
、
成
人
式
も
、
一
カ
所
で
行
う
こ
と

に
よ
っ
て
市
の
一
体
感
が
は
ぐ
く
ま
れ
る
と
し

て
、
新
成
人
の
総
意
に
よ
り
違
和
感
な
く
進
ん

で
い
ま
す
。
年
を
経
る
に
従
っ
て
、
市
町
村
合

併
と
は
こ
う
い
う
も
の
だ
と
実
が
上
が
っ
て
い

く
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

　
以
前
は
起
債
に
よ
る
建
設
事
業
が
で
き
ま
し

た
が
、
今
は
過
疎
債
な
ど
の
計
算
方
法
が
変
わ

っ
て
い
ま
す
。
前
は
で
き
た
こ
と
が
、
な
ぜ
、

今
で
き
な
い
の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
私

た
ち
も
説
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　
市
の
実
質
公
債
費
比
率
が
18
・
３
％
と
言
う

と
、
財
政
再
建
団
体
に
な
っ
て
し
ま
う
よ
う
な

指
摘
も
さ
れ
ま
す
が
、
そ
う
な
ら
な
い
た
め

に
、
耐
え
う
る
よ
う
な
行
政
を
進
め
て
い
き
た

い
と
考
え
ま
す
。
市
は
一
般
財
源
が
苦
し
く
、

や
は
り
無
駄
な
こ
と
は
廃
止
を
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
国
・
県
と
も
一
体
的
に
動
い
て
い

く
必
要
が
あ
り
、
そ
う
い
う
状
況
下
に
あ
る
と

い
う
こ
と
で
す
。
各
地
域
で
何
を
優
先
し
て
い

く
の
か
。
諸
団
体
に
所
属
し
て
い
る
人
は
、
そ

の
部
分
だ
け
し
か
見
え
な
い
と
こ
ろ
も
あ
る
と

思
い
ま
す
が
、
全
体
を
見
て
い
っ
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。

　
新
し
く
脱
皮
し
た
由
利
本
荘
市
で
す
し
、
骨

格
が
し
っ
か
り
し
て
飛
び
立
て
る
よ
う
に
懸
命

に
努
力
し
て
い
ま
す
の
で
、
こ
の
点
を
皆
さ
ん

か
ら
ご
理
解
を
い
た
だ
き
た
と
思
い
ま
す
。
個

々
の
問
題
に
な
る
と
、
不
十
分
な
点
は
あ
る
訳

で
す
が
、
合
併
し
て
四
年
目
で
今
、
よ
う
や
く

立
ち
上
が
り
、
自
ら
の
思
う
方
向
を
目
指
し
て

い
る
と
こ
ろ
な
の
で
す
。

　
子
育
て
支
援
を
ど
う
す
る
の
か
と
言
っ
て

も
、
働
く
場
所
が
な
け
れ
ば
、
生
ま
れ
た
子
ど

も
た
ち
は
外
に
出
て
い
っ
て
し
ま
う
。
そ
し
て

限
界
集
落
に
な
る
と
い
う
現
象
が
生
じ
て
い
ま

す
。
空
き
家
に
、
都
会
の
人
た
ち
を
集
落
と
し

て
受
け
入
れ
ら
れ
る
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。
市
で
は
「
豊
か
な
大
地
に
暮
ら
し

て
み
よ
う
」
支
援
事
業
で
、
モ
デ
ル
づ
く
り
を

力
強
い
市
政
を
進
め
て
い
く
た
め
に

　
行
政
協
力
員
の
方
々
に
新
年
度
の
事
業
や
施

策
を
説
明
し
、
地
域
の
発
展
の
た
め
に
ご
協
力

を
願
う
趣
旨
で
開
催
し
て
い
る
「
行
政
協
力
員

会
議
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
四
月
二
十
一
日
に
大
内
地
域
、
二
十
三
日
に

岩
城
地
域
、
三
十
日
に
東
由
利
地
域
と
矢
島
地

域
で
開
催
さ
れ
、
今
月
二
十
六
日
に
は
鳥
海
地

域
で
の
開
催
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
う
ち
、東
由
利
地
域
で
の
会
議
の
中
で
、

柳
田
市
長
は
次
の
よ
う
な
事
柄
に
理
解
と
協
力

を
求
め
ま
し
た
。

ヘ
ク
タ
ー
ル

東
由
利
地
域
で



目
指
し
調
査
を
進
め
ま
す
。

　
秋
田
由
利
牛
に
つ
い
て
も
、
常
に
進
ん
で
Ｐ

Ｒ
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
米
価
を
上
げ
て
ほ
し

い
と
い
う
こ
と
も
市
長
会
を
通
じ
て
話
題
に
し

て
い
ま
す
。
「
食
の
安
全
・
安
心
」
と
い
う
こ

と
が
注
視
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
農
業
は
今
が

苦
し
い
時
で
す
が
、
も
っ
と
光
を
当
て
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
し
、
こ
れ
か
ら
発
展
し
て
い
く
も

の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
加
え
て
、
産
業
の
振
興
で
は
Т
Ｄ
Ｋ
の
新
工

場
操
業
、
大
内
の
工
業
団
地
の
造
成
が
あ
り
、

地
元
企
業
の
支
援
な
ど
も
継
続
し
な
が
ら
、
雇

用
の
促
進
や
さ
ら
な
る
地
域
経
済
の
活
性
化
に

向
け
て
施
策
を
展
開
し
ま
す
。

　
都
会
で
は
交
通
機
関
が
発
達
し
て
い
ま
す

が
、
こ
ち
ら
は
自
動
車
が
主
で
あ
り
、
道
路
は

地
方
の
命
綱
で
す
。
し
か
も
、
こ
こ
で
は
公
共

事
業
し
か
な
く
、
都
会
の
よ
う
に
民
間
で
進
め

る
こ
と
は
多
く
あ
り
ま
せ
ん
。
分
権
だ
か
ら
と

国
・
県
が
行
う
べ
き
こ
と
を
地
方
に
押
し
付
け

て
い
い
の
か
、
と
い
う
思
い
が
あ
り
ま
す
。
お

金
が
な
い
話
は
、
あ
ま
り
面
白
い
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
し
、
本
市
は
非
常
に
広
い
面
積
で
あ
り
、

一
体
感
を
は
ぐ
く
む
た
め
に
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
で
さ
ま
ざ
ま
な
効
果
を
得
な
が
ら
進
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
地
域
で
力
を
合
わ
せ
、
力
強
く
市
政
を
進
め

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、
行
政
協

力
員
の
方
々
に
は
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、

引
き
続
き
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　県警由利本荘署と市消防本部は５月２日、山岳、山
菜採りでの遭難や山火事の予防を呼びかける「街頭キ
ャンペーン」を東由利地域で行いました。
　職員たちは「山菜採りは行き先
を告げて、複数で」「たばこの火
はしっかり消し、投げ捨てはしな
い」などの注意を呼びかけながら
チラシを配布。山での遭難や火災
の防止について一層の理解と協力
を促しました。

　市山岳救助隊員委嘱状交付式が５月２日、市役所
で行われ、眞坂洋一隊長（鳥海町上川内）を含む６０
人が委嘱を受けました。任期は３年。隊員数はこれま
での３０人から倍増しました。
　柳田市長は「鳥海山は市の自
慢であり、全国から登山者が訪
れています。ご苦労をおかけし
ますが、人命救助という崇高な
使命を達成し、安全・安心な市
をつくるため、ご努力をお願い
します」とあいさつしました。

矢
島
地
域
で
（
4
月
30
日
）

ヘ
ク
ヘ
ク
タ
ー
ル

タ
ー
ル



～総合テレビ・ＢＳ２・ラジオ第１～ 

出
場
・
観
覧
希
望
者
を
募
集
中 

郵便番号も明記 

返信 

名
　
前 

出
場
希
望
者
の 

住
所 

返信用表面 往信用裏面 往信用表面 

①住所 
②名前 
③年齢 
④電話番号 
⑤職業 
⑥歌う曲目と歌手名 
⑦この曲を選んだ理由 
⑧出場人数 
　をお書きください。 

0 1 8 5 0 1

秋
田
市
東
通
仲
町
４
―
２ 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
秋
田
放
送
局 

「
の
ど
自
慢
」 

　
　
出
場
係 

由利本荘市誕生３周年記念 

0

往信用裏面 往信用表面 

①住所 

②名前 

③電話番号 

0 1 0 8 5 0 1

秋
田
市
東
通
仲
町
４
―
２ 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
秋
田
放
送
局 

「
の
ど
自
慢
」 

　
　
観
覧
係 

応
募
締
め
切
り
は
６
月
２
日（
月
）必
着 

！！ 

　
市
循
環
バ
ス
「
ご
て
ん
ま
り
号
」、
岩
城

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
バ
ス
「
亀
田
道
川
線
」、「
南

沢
線
」
の
運
賃
が
７
月
１
日
か
ら
改
定
に

な
り
ま
す
。 

　
今
回
の
改
定
は
、
今
後
も
運
行
を
継
続

し
て
い
く
た
め
に
、
本
荘
・
岩
城
・
鳥
海

地
域
で
運
行
し
て
い
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

バ
ス
な
ど
の
料
金
の
統
一
を
図
る
も
の
で
す
。 

　
ご
利
用
の
お
客
様
に
は
ご
負
担
を
お
か

け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
の
ほ
ど
お
願
い
し

ま
す
。 

全 区 間  
一律料金 

市内循環バス 
「ごてんまり号」 

岩城コミュニ 
ティーバス 

大人 
（中学生以上） 
子ども 
（小学生以上） 
就学前児童 

円 円 円 

円 

100 200 100 200
円 円 円 

円 

100 100 50 100
無料 無料 無料 無料 

７
月
１
日
か
ら 

ごてんまり号・ 
　岩城コミュニティーバス 

を 

➡ ➡

➡

！ 

「
ご
て
ん
ま
り
号
」 



　次の市所有財産を、一般競争入札に
より売り払います。 
◇売り払い物件　宅地9,134.46㎡　(水
　林30番地の２、30番地の３、391番
　地､404番地､405番地の１)および旧
　ガス製造工作物１式 
◇最低売却価格　１億370万円 
◇入札注意書、契約条項を示す日時・
　場所 
　５月26日（月）午前10時～午後５
　時　市ガス水道局　管理課 
◇入札執行の日時・場所 
　６月16日（月）午前10時　　 
　市ガス水道局　大会議室 
　（入札手続きは午前９時30分までに
　お済ませください。郵便による入札
　は認められません） 
　※別に入札参加除外規定、入札無効
　　に関する事項があります。 
◇入札保証金 
　入札金額の100分の５以上を６月13
　日（金）までに納付のこと。 
◇売買契約の締結 
　落札者は、落札の通知を受けた日か
　ら５日以内に売買契約を締結しなけ
　ればなりません。 
◇問い合わせ先 
　市ガス水道局 管理課(☎22-4375） 

市有財産を 
売り払います 

一般競争入札で 

住宅火災から大切な命を守るため 

２階建て住宅の火災警報器設置例 

！ 

絶
対
に
、 

だ
ま
さ
れ
な
い
よ
う
に 

！ 

〝

〝



予算額
560億4,492万7千円

収入済み額
391億9,207万1千円

収入率
69.9％

項目 予算額 収入済み額 収入率

地 方 交 付 税

市 債

市 税

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

繰 入 金

諸 収 入

使用料・手数料

分担金・負担金

そ の 他

187億6,455万0千円

97億5,920万0千円

84億1,952万7千円

74億   156万9千円

43億1,470万3千円

17億5,424万5千円

12億   316万1千円

9億2,362万1千円

3億4,894万0千円

31億5,541万1千円

187億6,455万0千円

12億4,780万0千円

80億8,008万3千円

21億1,956万4千円

23億1,420万5千円

16億1,977万3千円

7億8,252万2千円

8億3,630万7千円

3億   283万6千円

31億2,443万1千円

100.0％

12.8％

96.0％

28.6％

53.6％

92.3％

65.0％

90.5％

86.8％

99.0％

予算額
560億4,492万7千円

支出済み額
422億8,930万4千円

執行率
75.5％

項目 予算額 支出済み額 執行率

民 生 費

土 木 費

総 務 費

公 債 費

教 育 費

農林水産業費

衛 生 費

消 防 費

商 工 費

そ の 他

98億   305万5千円

94億2,625万4千円

85億6,072万7千円

83億5,234万2千円

62億5,155万7千円

42億6,118万6千円

29億4,756万7千円

18億2,701万2千円

16億  919万9千円

30億  602万8千円

92億7,814万4千円

50億2,465万5千円

63億2,710万0千円

83億3,609万0千円

37億8,752万4千円

25億2,496万4千円

26億1,594万1千円

17億6,748万9千円

11億7,443万0千円

14億5,296万7千円

94.6％

53.3％

73.9％

99.8％

60.6％

59.3％

88.7％

96.7％

73.0％

48.3％

科　目 収入済み額 1人あたり 1世帯あたり

普
　
通
　
税

目
的
税

市 民 税

固定資産税

軽自動車税

市たばこ税

鉱 産 税

入 湯 税

都市計画税

33億   267万8千円 

37億9,569万6千円 

1億6,988万6千円 

5億4,956万9千円 

4,141万8千円 

1億    65万4千円 

1億2,018万2千円 

80億8,008万3千円 

37,415円 

43,000円 

1,925円 

6,226円 

469円 

1,140円 

1,362円 

91,537円 

110,424円 

126,908円 

5,680円 

18,375円 

1,385円 

3,366円 

4,018円 

270,156円 計

人口 88,271人、世帯 29,909世帯
（平成20年3月31日現在  住民基本台帳から）

　市では、市の財政事情を知っていただくた
め、関係条例に基づき財政状況を年2回公表し
ています。このほど、平成19年度予算の3月31
日現在の執行状況がまとまりましたので、その
概要をお知らせします。
　一般会計では、歳入が予算に対して69.9％の
391億9,207万1千円が収入済み。歳出は75.5％
の422億8,930万4千円が支出されています。
　また、特定の事業や特定の資金を運用・管
理するために設置している特別会計では、歳
入が予算に対して75.4％の収入率で、歳出が
84.7％の執行率となっています。
　なお、平成19年度予算は5月31日までが出納
整理期間ですので、各会計ともこの期間の収
支を加えて最終決算となります。

3月21日に開園した県立大学前農村公園（愛称・飛鳥大通公園）



平成20年3月31日現在

（市で借りているお金）

［計 702億5,457万2千円］

［計 702億5,457万2千円］

財務省から

294億1,731万円

郵政から

112億9,916万5千円
公庫から

95億1,216万6千円

銀行などから

178億9,517万8千円

その他から
（秋田県など）

21億3,075万3千円

普通債
567億7,018万円

災害復旧債 6億36万6千円

臨時財政対策債 101億9,208万8千円

減税補てん債 18億3,580万7千円

その他 8億5,613万1千円

※平成19年度の市債は、大部分が出納整理期間の借入れ
　となります。

単位：千円

会　計　別 予算現額 収入済み額 支出済み額収入率（％） 執行率（％）

国民健康保険

老 人 保 健

休日応急診療所

情報センター

地域情報化

奨 学 資 金

介護サービス

下 水 道

集 落 排 水

簡 易 水 道

休養宿泊施設

ス キ ー 場

財 産 区

計

9,818,072

10,138,009

11,735

292,072

112,727

87,693

877,810

3,373,906

2,266,815

1,533,387

164,015

147,017

4,951

28,828,209

8,848,264

9,687,450

13,218

159,645

83,042

103,220

698,804

663,325

707,816

522,290

139,427

91,609

4,943

21,723,053

90.1 

95.6 

112.6 

54.7 

73.7 

117.7 

79.6 

19.7 

31.2 

34.1 

85.0 

62.3 

99.8 

75.4 

8,394,706

9,383,396

7,940

162,477

93,581

80,884

737,799

2,690,214

1,762,397

866,300

143,148

99,524

3,784

24,426,150

85.5 

92.6 

67.7 

55.6 

83.0 

92.2 

84.0 

79.7 

77.7 

56.5 

87.3 

67.7 

76.4 

84.7 

　市では、市の財政事情を知っていただくた　市では、市の財政事情を知っていただくた
め、関係条例に基づき財政状況を年め、関係条例に基づき財政状況を年2回公表し回公表し
ています。このほど、平成ています。このほど、平成1919年度予算の年度予算の3月3131
日現在の執行状況がまとまりましたので、そ日現在の執行状況がまとまりましたので、その
概要をお知らせします。概要をお知らせします。
　一般会計では、歳入が予算に対して　一般会計では、歳入が予算に対して69.969.9％の％の
391391億9,2079,207万1千円が収入済み。歳出は千円が収入済み。歳出は75.575.5％
の422422億8,9308,930万4千円が支出されています。千円が支出されています。
　また、特定の事業や特定の資金を運用・管　また、特定の事業や特定の資金を運用・管
理するために設置している特別会計では、歳理するために設置している特別会計では、歳
入が予算に対して入が予算に対して75.475.4％の収入率で、歳出が％の収入率で、歳出が
84.784.7％の執行率となっています。％の執行率となっています。
　なお、平成　なお、平成1919年度予算は年度予算は5月3131日までが出納日までが出納
整理期間ですので、各会計ともこの期間の収整理期間ですので、各会計ともこの期間の収
支を加えて最終決算となります。支を加えて最終決算となります。

　市では、市の財政事情を知っていただくた
め、関係条例に基づき財政状況を年2回公表し
ています。このほど、平成19年度予算の3月31
日現在の執行状況がまとまりましたので、その
概要をお知らせします。
　一般会計では、歳入が予算に対して69.9％の
391億9,207万1千円が収入済み。歳出は75.5％
の422億8,930万4千円が支出されています。
　また、特定の事業や特定の資金を運用・管
理するために設置している特別会計では、歳
入が予算に対して75.4％の収入率で、歳出が
84.7％の執行率となっています。
　なお、平成19年度予算は5月31日までが出納
整理期間ですので、各会計ともこの期間の収
支を加えて最終決算となります。



 

　
四
季
を
通
じ
て
さ
ま
ざ
ま
な
彩

り
を
見
せ
る
市
の
観
光
シ
ン
ボ
ル
、

鳥
海
山
（
二
、
二
三
六
メ
ー
ト
ル

）
の
矢

島
口
山
開
き
が
四
月
二
十
五
日
、

同
登
山
ル
ー
ト
五
合
目
の
祓
川
ヒ

ュ
ッ
テ
で
行
わ
れ
ま
し
た
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昨
年
は
二
万
人
を
越
え
る
人
が

訪
れ
た
鳥
海
山
。
例
年
よ
り
雪
は

少
な
い
も
の
の
、
こ
の
日
は
曇
り

空
で
風
が
強
く
、
ま
だ
ま
だ
寒
さ

が
厳
し
く
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。 

　
あ
い
に
く
、
山
頂
を
望
む
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
こ
の

日
を
心
待
ち
に
し
て
い
た
と
い
う

群
馬
県
の
ス
キ
ー
ヤ
ー
の
男
性
は

「
毎
年
来
て
い
ま
す
。
今
日
も
楽

し
み
な
が
ら
、
一
本
滑
っ
て
い
き

ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。 
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ラ
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も
も
う
す
ぐ
採
れ
ま
す
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　春の子吉川クリーンアップが４月29日、
子吉川市民会議（木谷豊四会長）の主
催により、友水公園、せせらぎパーク、
由利橋下河川敷で行われ、高校生や市
民ボランティアなど約300人が参加しま
した。木谷会長は「ふるさとの川は良
い川だと誇りに思ってもらえるように
活動していきたい」と話していました。 

　こどもの日の５月５日、消防車やはし
ご車への搭乗や放水体験など、さまざま
な体験ができるイベント、消防とチビッ
コたちとの「ふれあい広場」が本荘消防
署庁舎前で開催され、多くの家族連れで
にぎわいました。憧れの車両を前に目を
輝かせながら体験に臨んだ子どもたちは、
家族と一緒にこどもの日を満喫しました。 
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由
利
地
域
の
西
滝
沢
で
、
駅
か
ら

地
域
の
史
跡
を
め
ぐ
る
ハ
イ
キ
ン
グ

が
、
Ｊ
Ｒ
秋
田
支
社
の
主
催
、
西
滝

沢
子
ど
も
水
辺
協
議
会
（
伊
藤
正
弘

会
長
）
の
協
力
で
行
わ
れ
、
県
内
外

か
ら
約
八
十
人
が
訪
れ
ま
し
た
。 

　
ま
ず
は
腹
ご
し
ら
え
と
、
旧
西
滝

沢
小
学
校
へ
。
昔
懐
か
し
い
教
室
に

地
元
食
材
を
使
っ
た
「
学
校
給
食
風
」

の
昼
食
が
用
意
さ
れ
「
懐
か
し
い
雰

囲
気
で
お
い
し
い
給
食
。
幸
せ
で
す
」

と
参
加
し
た
女
性
は
感
激
し
た
様
子
。 

こ
の
あ
と
、
由
利
仲
八
郎
政
春
終
焉

の
地
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
史
跡
を
め
ぐ

り
「
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
を
見
る
こ

と
が
で
き
て
楽
し
か
っ
た
。
今
度
は

桜
を
見
に
来
た
い
で
す
ね
」
と
今
年

の
桜
を
楽
し
む
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
参
加
者
は
帰
り
の
お
ば

こ
号
の
中
か
ら
、
満
足
し
た
表
情
で

手
を
振
っ
て
い
ま
し
た
。 

　
汗
ば
む
ほ
ど
の
天
候
に
恵
ま
れ

た
四
月
二
十
三
日
、
東
由
利
地
域

の
野
田
地
区
で
キ
ノ
コ
の
駒
打
ち

体
験
を
通
じ
、
地
域
の
自
然
に
関

心
を
持
っ
て
も
ら
お
う
と
「
森
に

親
し
む
ふ
れ
あ
い
交
流
会
（
東
由

利
林
業
懇
話
会
主
催
／
安
倍
秋
雄

会
長
）
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
交
流
会
は
、
新
設
の
水
と

緑
の
森
づ
く
り
税
事
業
の
対
象
で
、

地
域
の
お
年
寄
り
や
園
児
、
小
学

生
な
ど
約
七
十
人
が
参
加
。
子
ど

も
た
ち
は
慣
れ
な
い
手
つ
き
で
、

二
百
本
の
原
木
に
ナ
メ
コ
と
シ
イ

タ
ケ
の
菌
体
を
夢
中
に
な
っ
て
打

ち
込
ん
で
い
ま
し
た
。 

　五月晴れの５月３日、道の駅にしめ周
辺で開催されていた「桜・菜の花まつり」
には多くの人が訪れにぎわいを見せてい
ました。この日は、菜の花畑大迷路スタ
ンプラリーや大抽選会、菜の花の無料摘
み取りなどのイベントが行われ、訪れた
家族連れや観光客は、鮮やかな黄色の菜
の花に囲まれながら、ゴールデンウィー
クの一日を思い思いに楽しみました。 

　好天に誘われ新芽が芽吹き始めた５月
３日～６日、天鷺村や天鷺遊園一帯の天
鷺郷で、「天鷺春まつり」が行われました。 
　ボールプールやムーンカートなどの遊
具に子どもたちは大喜び。的当て大会、
ぜんまい織り体験コーナーのほか、懐か
しいうちわ餅などの出店もあり、訪れた
観光客の笑顔や歓声が、新緑に包まれた
歴史の里いっぱいに溢れていました。 



（
社
）
発
明
協
会
主
催
の
「
第
三

十
回
未
来
の
科
学
の
夢
絵
画
展
」

で
、
新
山
小
二
年
・
佐
藤
歩
佳
さ

ん
（
石
脇
）
の
作
品
『
え
ほ
ん
の

な
か
に
は
い
れ
る
よ
ズ
ッ
ク
』
が 

小
・
中
学
校
の
部
で
特
許
庁
長
官

賞
に
輝
き
ま
し
た
。
佐
藤
さ
ん
の

絵
は
「
赤
い
靴
を
履
い
て
絵
本
の

上
に
乗
る
と
、
お
話
の
中
に
入
れ

る
よ
う
に
な
る
」
と
い
う
夢
を
思

い
描
い
た
も
の
で
す
。

 

こ
の
絵
画
展
は
、
子
ど
も
た
ち

が
未
来
の
科
学
の
夢
を
自
由
な
発

想
で
絵
に
表
現
し
て
も
ら
い
、
科

学
的
な
探
求
心
や
想
像
力
を
伸
ば

す
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
全
国
か
ら
九
千
六
百
点
を

超
え
る
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。 

　
佐
藤
さ
ん
と
と
も
に
、
鈴
木
朱

里
さ
ん（
鶴
舞
小
三
年
）と
小
池
萌

愛
さ
ん（
新
山
小
五
年
）が
優
秀
賞

を
、岡
本
和
姫
さ
ん（
小
友
小
二
年
）、

小
川
貴
透
君（
新
山
小
三
年
）、大

友
陽
さ
ん（
尾
崎
小
三
年
）、高
橋

大
雅
君（
新
山
小
四
年
）、畠
山
千

穂
さ
ん（
高
瀬
小
五
年
）、小
松
未

咲
希
さ
ん（
同
小
六
年
）が
奨
励
賞

を
受
賞
し
ま
し
た
。

　青葉若葉の緑が増し、すがすがしい季節になりました。五月晴れの空のように
すっきりした気分で毎日を過ごしたいものですね。

■長年のご功労をたたえて 春の叙勲・褒章
旭日双光章
地方自治功労

三浦孝郎 さん

（74歳・西目町西目）

黄綬褒章
業務精励功績

佐々木直俊さん
（59歳・岩渕下）

藍綬褒章
統計調査功績

佐藤喜代士さん
（72歳・土倉）

瑞宝単光章
消防功労

小沼　一 さん

（79歳・鳥海町上笹子）

瑞宝単光章
消防功労

渡會昭一 さん

（79歳・谷地町）

　三浦さんは旧西目町教育委員、同町農協
組合長理事を歴任ののち、平成6年に旧西
目町長に就任され、合併まで11年間にわたり
地方自治の進展と広域合併の実現に尽力
されるとともに、合併後の市長職務執行者と
なられ、新市の基盤確立に尽くされました。 

写真：「多くの課題や難題の中、住民のご協力をいた
だき、まちづくりに専念できました」と話す三浦さん

　小沼さんは昭和30年に旧鳥海村笹子
地区消防団員となられ、昭和60年副分
団長、昭和62年から平成元年まで分団
長を務められ、通算34年余にわたり地
域防災活動や団員の指導育成に尽力さ
れました。

写真：「地域の皆さんに支えていただいたことに深く
感謝しております」と話す小沼さん

 佐々木さんは昭和48年に土地家屋調
査士となられ、平成元年に県土地家屋
調査士会本荘支部長、平成７年から19
年まで県土地家屋調査士会会長として
不動産登記業務の進展に尽力され、現
在は名誉会長をなされています。

写真：「規制改革や法改正の続く転換期にあって、奔
走してまいりました」と話す佐々木さん

　佐藤さんは昭和35年から平成17年ま
で10回連続で国勢調査調査員を務められ、
併せてこの間、世界農林業センサスや
商業統計、事業所・企業統計などに従
事。長年にわたり正確な調査活動に尽
力されました。 

写真：「地味な統計事務に理解・協力していただいた
おかげと、皆さんに感謝しています」と話す佐藤さん

　渡會さんは昭和30年に旧本荘市本荘
地区消防隊員となられ、昭和54年副分
団長、平成３年から平成７年まで分団
長を務められ、通算40年間にわたり地
域防災活動と消防思想の高揚に尽力さ
れました。 
写真：「誰もがいただけるものではありませんので、と
てもありがたく思っています」と話す渡會さん

〝

〝

新
山
小
２
年
　
佐
藤
歩
佳
さ
ん



「笑顔」の写真を募集！　対象　小学校入学前の子ども（市内在住）　　内容　写真１枚、ひと
 ことコメント、子どもの氏名・生年月日・性別・住所・○○さんちの○○・電話番号、広報紙
 への意見や感想など　申し込み　郵送か電子メールで広報広聴課へ（あて先は巻末に掲載）
 ※申し込み多数の場合など、紙面の都合上、掲載できないことがあります。ご了承ください。
　

　
市
芸
術
文
化
協
会
連
合
会
（
岡
田
邦
雄
会

長
）
が
昨
年
創
設
し
た
「
芸
術
文
化
賞
」
「
芸

術
文
化
功
労
賞
」
の
第
二
回
表
彰
式
が
四
月

二
十
五
日
、
市
内
の
ホ
テ
ル
で
行
わ
れ
、
二

人
に
芸
術
文
化
賞
、
四
人
に
芸
術
文
化
功
労

賞
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
賞
は
、
芸
術
文

化
の
各
分
野
で
活
躍
さ
れ
、
文
化
の
向
上
に

貢
献
さ
れ
た
個
人
や
団
体
を
た
た
え
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
設
置
さ
れ
た
も
の
で
す
。

 

今
回
は
、
芸
術
文
化
賞
で
打
矢
悳
さ
ん 

（
64
歳
・
船
ケ
台
・
水
墨
画
で
県
芸
術
選
奨

受
賞
）
と
眞
坂
四
郎
作
さ
ん
（
79
歳
・

鳥
海
町
猿
倉
・
林
之
一
流
三
味
線
の
継

承
者
）
が
、
芸
術
文
化
功
労
賞
で
遠
藤

眞
吉
さ
ん
（
79
歳
・
東
由
利
・
民
謡
）
、

土
田
登
茂
子
さ
ん
（
68
歳
・
砂
子
下
・

合
唱
）
、
與
齊
俊
雄
さ
ん
（
71
歳
・
西

目
町
・
写
真
）
、
若
松
利
男
さ
ん
（
77

歳
・
矢
島
町
・
書
道
）
が
受
賞
さ
れ
ま

し
た
。

 

表
彰
に
あ
た
り
、
岡
田
会
長
は
「
本

日
受
賞
さ
れ
ま
し
た
六
人
の
方
々
は
、

数
十
年
に
わ
た
り
地
域
の
芸
術
文
化
の

発
展
と
協
会
の
運
営
に
多
大
な
貢
献
を

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
ご
功
績
に
敬
意
と

感
謝
を
表
し
ま
す
。
今
後
と
も
健
康
に

留
意
さ
れ
、
芸
術
の
ス
テ
ー
ジ
を
さ
ら

に
高
め
ら
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
」

と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。 

　
続
く
祝
賀
会
で
は
、
眞
坂
さ
ん
が
伊

予
節
と
豊
後
荷
方
節
を
情
緒
豊
か
に
披

露
し
、
出
席
者
か
ら
盛
ん
な
拍
手
が
送

ら
れ
て
い
ま
し
た
。

表
彰
を
受
け
ら
れ
た
皆
さ
ん

■
市
芸
術
文
化
協
会
連
合
会

芸
術
文
化
賞
２
人
、

芸
術
文
化
功
労
賞

４
人
を
表
彰

2
▲

▲ ▲

　
県
内
産
の
原
料
を
で
き
る
だ

け
使
用
し
、
化
学
調
味
料
や
乳

化
剤
な
ど
は
一
切
な
し
。

　
深
い
味
わ
い
の
「
黒
」
は
、

男
鹿
沖
の
海
水
か
ら
生
ま
れ
た

塩
や
県
内
産
の
ハ
チ
ミ
ツ
、
本

荘
地
域
産
の
し
ょ
う
ゆ
と
野
菜

を
用
い
て
い
ま
す
。
「
ク
ラ
シ

ッ
ク
」
は
さ
っ
ぱ
り
し
た
口
当

た
り
。
百
五
十
㍉
㍑
入
り
で
四

百
二
十
円
〜
六
百
円
。
お
問
い

合
わ
せ
は
保
科
恵
一
さ
ん

（
電
話
24
ー
２
９
３
３
）

□
地
産
地
消
ド
レ
ッ
シ
ン
グ

　
あ
！
き
た

　
新
し
い
由
利
本
荘
の
名
物
を
創
作

し
よ
う
と
、
矢
島
・
鳥
海
地
域
で
人

気
の
伝
統
食
「
松
皮
も
ち
」
を
ヒ
ン

ト
に
、
商
工
会
の
「
全
国
展
開
支
援

事
業
」
で
商
品
化
。
ア
カ
マ
ツ
の 

皮
に
は
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
が
含
ま 

れ
て
お
り
、
珍
し
さ
も
あ
っ
て 

注
目
の
的
。
市
内
の
ス
ー
パ
ー 

な
ど
で
販
売
中
で
す
。

　
松
皮
サ
ブ
レ
は
十
枚
入
り
で

七
百
三
十
五
円
、
松
皮
ゆ
べ
し

は
十
個
入
り
で
千
五
十
円
。
お

問
い
合
わ
せ
は
う
ご
製
菓（
株
）

（
電
話
23
ー
１
４
０
０
）

□
松
皮
サ
ブ
レ
、
松
皮
ゆ
べ
し



　
次
の
市
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集

し
ま
す
。

▽
公
営
住
宅
　

　
本
荘
地
域
　
５
戸（
松
涛
・
砂
子
下
）

　
岩
城
地
域
　
４
戸

　
　
　  

（
愛
宕
・
愛
宕
西
・
緑
ヶ
丘
北
）

　
由
利
地
域
　
１
戸（
滝
沢
舘
）

▽
申
し
込
み
期
限
　
５
月
26
日（
月
）

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
　
入

　
居
の
条
件
な
ど
、
詳
し
く
は
市
都

　
市
計
画
課
（
☎
24
―
６
３
３
４
）

　
ま
た
は
各
総
合
支
所
建
設
課
ま
で

　
愛
犬
と
一
緒
に
し
つ
け
技
術
の
基

本
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

▽
と
き
　
５
月
25
日（
日
）午
前
９
時

　
30
分
〜
11
時
30
分

▽
と
こ
ろ
　
市
役
所
本
庁
舎
駐
車
場

▽
内
容
　
動
物
を
飼
う
場
合
の
手
続

　
き
や
マ
ナ
ー
、
犬
の
し
つ
け
方
教

　
室
、
動
物
の
飼
い
方
・
病
気
・
手

　
入
れ
相
談
、
登
録
・
狂
犬
病
予
防

　
注
射
の
実
施

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
　
５

　
月
22
日（
木
）ま
で
、（
社
）秋
田
県

　
獣
医
師
会
由
利
支
部
・
佐
々
木
さ

　
ん
（
☎
53
―
３
２
３
２
）

※
未
登
録
犬
や
、
今
年
度
の
狂
犬
病

　
予
防
注
射
を
行
っ
て
い
な
い
犬
を

　
飼
っ
て
い
る
方
は
、
犬
を
連
れ
て

　
ご
来
場
く
だ
さ
い
。
（
手
数
料
▽

　
登
録
…
３
千
円
、
狂
犬
病
予
防
注

　
射
…
３
千
70
円
）

※
糞
の
処
理
が
で
き
る
ご
準
備
を
お

　
願
い
し
ま
す
。

▽
と
き
　
７
月
12
日（
土
）午
前
９
時
〜

▽
と
こ
ろ
　
市
商
工
会
（
瓦
谷
地
）

▽
受
講
料
　
４
千
円

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
６
月
17
日（
火
）ま
で
、
市
商
工
会

　
本
所
（
☎
23
―
８
６
８
６
）
ま
た

　
は
各
支
所
窓
口
へ

●
乙
種
第
４
類

▽
と
き
　
５
月
29
日（
木
）〜
30
日（
金
）

▽
と
こ
ろ
　
湯
沢
文
化
会
館

▽
と
き
　
６
月
５
日（
木
）〜
６
日（
金
）

▽
と
こ
ろ
　
秋
田
市
文
化
会
館

▽
と
き
　
６
月
11
日（
水
）〜
12
日（
木
）

▽
と
こ
ろ
　
本
荘
由
利
地
域
職
業
訓

　
練
セ
ン
タ
ー

●
丙
種

▽
と
き
　
６
月
８
日（
日
）

▽
と
こ
ろ
　
県
社
会
福
祉
会
館

▽
受
付
期
間
　
い
ず
れ
も
定
員
に
な

　
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

▽
試
験
日
　
７
月
13
日（
日
）

▽
申
込
書
配
布
・
問
い
合
わ
せ
先

　
市
消
防
本
部
予
防
課
（
☎
22
―
４

　
２
８
２
）、本
荘
消
防
署
（
☎
22
―

　
０
０
１
１
）、
矢
島
消
防
署
（
☎
55

　
―
２
１
１
１
）、
お
よ
び
各
分
署

●
第
４
類
（
甲
・
乙
）

▽
と
き
　
６
月
16
日（
月
）〜
17
日（
火
）

●
第
６
類
（
乙
）

▽
と
き
　
６
月
18
日（
水
）〜
19
日（
木
）

●
第
１
類
（
甲
・
乙
）

▽
と
き
　
６
月
23
日（
月
）〜
24
日（
火
）

※
講
習
会
会
場
は
、
い
ず
れ
も
ル
ポ

　
ー
ル
み
ず
ほ
（
秋
田
市
）

▽
対
象
者
　
消
防
設
備
士
試
験
第
１

　
類
・
第
４
類
・
第
６
類
受
験
予
定
者

▽
受
付
期
間
　
５
月
26
日（
月
）ま
で

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　（
社
）秋
田
県
消
防
設
備
保
守
協
会

　（
☎
０
１
８
―
８
３
５
―
５
８
８
０
）

▽
受
付
期
間
　
６
月
９
日（
月
）ま
で

▽
試
験
日
　
６
月
15
日（
日
）

▽
試
験
会
場
　
秋
田
駐
屯
地

▽
対
象
者
　
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の

　
男
子

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
　
由

　
利
本
荘
地
域
事
務
所
（
☎
22
―
３

　
４
７
９
、
Ｅ
メ
ー
ル

　plo-honjo@
gold.ocn.ne.jp

）

　
水
と
緑
の
環
境
を
守
る
活
動
を
行

う
団
体
を
応
援
す
る
補
助
金
で
す
。

▽
募
集
期
間
　
５
月
30
日（
金
）ま
で

▽
対
象
と
な
る
団
体
　
森
林
、植
樹
、

　
環
境
美
化
、
自
然
観
察
な
ど
に
取

　
り
組
ん
で
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

　
体
な
ど
、
里
山
・
里
海
の
保
全
活

　
動
に
自
主
的
に
取
り
組
ん
で
い
る

　
団
体

▽
対
象
と
な
る
活
動
　
里
山
や
里
海

　
の
保
全
や
活
用
を
子
ど
も
た
ち
が

　
体
験
で
き
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
企
画

　
を
募
集
し
、
優
れ
た
企
画
に
対
し

　
て
団
体
に
助
成
金
を
交
付
し
ま
す

▽
対
象
事
業
の
時
期
　
６
月
16
日
か

　
ら
平
成
21
年
１
月
30
日
の
間
に
実

　
施
さ
れ
る
事
業

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
　
由

　
利
地
域
振
興
局
　
森
づ
く
り
推
進

　
課
（
☎
22
―
８
３
５
１
）

　
法
務
局
で
は
毎
週
火
曜
日
に
地
域

住
民
の
方
々
の
心
配
事
や
困
り
ご
と

に
つ
い
て
の
相
談
日
を
設
け
て
い
ま

す
。

▽
と
き
　
毎
週
火
曜
日
（
祝
・
休
祭

　
日
を
除
く
）
午
前
８
時
30
分
〜
午

　
後
５
時
15
分

▽
と
こ
ろ
　
秋
田
地
方
法
務
局
本
荘

　
支
局
（
☎
22
―
１
２
０
０
）

　
労
災
年
金
受
給
者
と
そ
の
ご
家
族

の
方
々
を
対
象
に
、
「
巡
回
相
談
指

導
・
休
日
特
別
無
料
相
談
指
導
会
」

を
開
催
し
ま
す
。

▽
と
き
・
と
こ
ろ
　
５
月
21
日（
水
）

　
・
東
由
利
公
民
館

▽
と
き
・
と
こ
ろ
　
５
月
23
日（
金
）

　
・
矢
島
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

▽
と
き
・
と
こ
ろ
　
６
月
17
日（
火
）

　
・
市
広
域
交
流
セ
ン
タ
ー

※
い
ず
れ
も
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

▽
問
い
合
わ
せ
先
　
秋
田
労
災
ケ
ア

　
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
（
厚
生
労
働

　
省
）（
財
）労
災
年
金
福
祉
協
会
秋

　
田
労
災
年
金
相
談
所
（
☎
０
１
８

　
―
８
３
２
―
１
７
１
３
）

▽

指定PETボトルの分
別収集品目が追加さ

れました。

ごみの減量化・リサ
イクルにご協力くださ

い。

PETボトルの識別表示
マーク

：ボトル

対
象
品
目
に
は
、こ
の
マ
ー
ク
が
つ
い
て
い
ま
す
。

問い合わせ先　市
生活環境課（☎24

－6253）、

　　　　　　　各
総合支所市民課

※2008年4月から、指
定PETボトルの

　5品目が追加されま
す。

PET



　
秋
田
地
方
法
務
局
本
荘
支
局
で

は
、
次
の
日
程
で
「
特
設
人
権
相
談

所
」
を
開
設
し
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
人
権
思
想
の
普
及
と
定

着
を
図
る
た
め
に
行
わ
れ
る
も
の
で

す
。
相
談
料
は
無
料
で
す
の
で
、
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
先
　
秋
田
地
方
法
務

　
局
本
荘
支
局
（
☎
22
―
１
２
０

　
０
）

　
ガ
ス
水
道
局
で
は
、
市
民
の
皆
さ

ま
か
ら
水
道
に
関
心
を
寄
せ
て
い
た

だ
く
た
め
、
全
国
水
道
週
間
に
合
わ

せ
て
次
の
行
事
を
行
い
ま
す
。

　
お
申
し
込
み
は
５
月
26
日（
月
）ま

で
ガ
ス
水
道
局
管
理
課（
☎
22
―
４

３
７
５
）へ
。
多
数
の
ご
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
私
た
ち
の
水
道
施
設
見
学
会
と
初

　
夏
の
矢
島
高
原
を
楽
し
む
会
】

▽
と
き
　
６
月
３
日（
火
）午
前
９
時

　
ガ
ス
水
道
局
集
合
（
小
雨
決
行
）

▽
コ
ー
ス
　
ガ
ス
水
道
局
↓
蟻
山
浄

　
水
場
↓
水
源
の
森
（
植
樹
）
↓
矢

　
島
上
野
浄
水
場
↓
花
立
牧
場
↓
ガ

　
ス
水
道
局
（
午
後
３
時
こ
ろ
）

▽
持
ち
物
　
昼
食

※
動
き
や
す
い
服
装
で
ご
参
加
く
だ

　
さ
い
。

▽
参
加
料
　
無
料

▽
定
員
　
30
人

【
水
道
週
間
記
念
講
演
会
】

▽
と
き
　
６
月
５
日（
木
）午
後
２
時

　
〜
３
時
30
分

▽
と
こ
ろ
　
ア
ク
ア
パ
ル
　
多
目
的

　
ホ
ー
ル

▽
演
題
　
「
水
処
理
と
は
な
ん
で
し

　
ょ
う
」

▽
講
師
　
秋
田
県
立
大
学
経
営
シ
ス

　
テ
ム
工
学
科
　
准
教
授
　
菊
地
英

　
治
先
生

▽
入
場
料
　
無
料

　
行
政
相
談
委
員
は
総
務
大
臣
か
ら

委
嘱
を
う
け
、
国
な
ど
の
仕
事
に
つ

い
て
の
苦
情
や
意
見
・
要
望
な
ど
を

受
け
付
け
、
皆
さ
ん
と
関
係
行
政
と

の
間
に
立
っ
て
、そ
の
解
決
を
図
る
、

「
行
政
と
住
民
の
パ
イ
プ
役
」で
す
。

　
本
市
を
担
当
す
る
行
政
相
談
委
員

は
次
の
方
々
で
す
。
い
つ
で
も
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
相
談
料
は
無
料
で
、

秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

　
５
月
は
行
政
相
談
強
調
週
間
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
次
の
と
お
り
会
場
を

設
け
て
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
５
月
19
日
午
前
10
時
か
ら
正
午
ま

　
で
、
マ
ッ
ク
ス
バ
リ
ュ
本
荘
中
央

　
店
周
辺
で
街
頭
Ｐ
Ｒ
活
動
も
行
い

　
ま
す
。

【
行
政
相
談
委
員
】

本
荘
地
域
・
鈴
木
和
嘉
さ
ん

　
　
　
　
　
（
☎
23
―
３
７
６
６
）

本
荘
地
域
・
鈴
木
修
子
さ
ん

　
　
　
　
　
（
☎
22
―
５
３
４
４
）

矢
島
地
域
・
土
田
長
夫
さ
ん

　
　
　
　
　
（
☎
56
―
２
２
６
５
）

岩
城
地
域
・
伊
藤
博
行
さ
ん

　
　
　
　
　
（
☎
72
―
２
０
７
０
）

由
利
地
域
・
三
浦
玲
子
さ
ん

　
　
　
　
　
（
☎
53
―
３
１
９
３
）

大
内
地
域
・
加
藤
秀
明
さ
ん

　
　
　
　
　
（
☎
66
―
２
２
６
２
）

東
由
利
地
域
・
阿
部
重
雄
さ
ん

　
　
　
　
　
（
☎
69
―
２
２
５
６
）

西
目
地
域
・
鷹
島
峯
雄
さ
ん

　
　
　
　
　
（
☎
33
―
２
０
６
４
）

鳥
海
地
域
・
眞
坂
ひ
ろ
子
さ
ん

　
　
　
　
　
（
☎
57
―
２
７
３
６
）

日　　時 開 設 場 所 開 設 時 間

５月21日（水）

６月１日（日）

　　２日（月）

　　３日（火）

　　５日（木）

南内越公民館
午後１時30分～　
　　午後３時30分

午前10時～午後３時

東由利公民館
紫水館
岩谷会館
鶴舞会館
善隣館
社会福祉協議会西目支所
矢島福祉会館
高城センター

地域

本荘

矢島

岩城

由利

大内

東由利

西目

鳥海

5月20日（火）

21日（水）

22日（木）

27日（火）

21日（水）

24日（土）

20日（火）

21日（水）

22日（木）

23日（金）

26日（月）

19日（月）

13日（火）

20日（火）

20日（火）

21日（水）

22日（木）

23日（金）

10�F00�‘12�F00

10�F00�‘�R�F00

�X�F00�‘12�F00

�X�F30�‘11�F30

�X�F30�‘15�F00

�X�F30�‘14�F00

�X�F30�‘12�F00

�X�F00�‘12�F00

13�F30�‘16�F00

10�F00�‘�R�F00

10�F00�‘12�F00

日　　　　時 場　　　所

鶴舞会館

青少年ホーム

松ヶ崎出張所

矢島福祉会館

自然休養センター

高城センター

ふれあい館「鮎川」

善隣館

ゆりえもん

Ａコープ前郷店前

大内総合支所市民相談室

ふれあいプラザぷれっそ内

社会福祉協議会

　　　　西目支所

相談委員宅

直根公民館

相談委員宅

笹子公民館

▽
と
き
　
５
月
27
日（
火
）午
後
１
時

　
30
分
〜

▽
と
こ
ろ
　
青
少
年
ホ
ー
ム

▽
テ
ー
マ
　「
秘
花
」瀬
戸
内
寂
聴
著

▽
講
師
　
小
松
允
さ
ん

　
本
荘
郷
土
資
料
館
で
は
、
こ
れ
ま

で
当
館
に
寄
贈
・
寄
託
い
た
だ
い
た

収
蔵
資
料
の
中
で
、
旧
藩
時
代
か
ら

明
治
後
期
の
間
、
隆

盛
を
極
め
た
本
荘
狩

野
派
の
画
人
た
ち
の

「
屏
風
絵
」
を
展
示

し
ま
す
。

　
牧
野
永
昌
・
梅
僊

・
雪
僊
、
鈴
木
梅
山

の
４
人
の
墨
客
た
ち

の
迫
力
あ
る
「
屏
風
絵
」
を
ご
鑑
賞

く
だ
さ
い
。

▽
期
間
　
５
月
28
日（
水
）〜
６
月
22

�@
日（
日
）（
※
月
曜
日
休
館
）

▽
展
示
資
料
　
「
西
園
雅
集
図
」
屏

　
風
（
六
曲
一
双
）
、
「
菅
原
道
真

　
図
」
屏
風
（
二
曲
一
双
）
、
「
花

　
鳥
図
」
屏
風
（
六
曲
一
双
）



▽
と
き
　
６
月
１
日（
日
）

▽
と
こ
ろ
　
鳥
海
健
康
広
場

◆
オ
ー
プ
ニ
ン
グ（
午
前
９
時
30
分
）

　
勇
壮
な
笹
子
月
山
太
鼓
演
奏
に
よ

　
る
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

◆
開
会
行
事
（
午
前
９
時
50
分
）

　
グ
リ
ー
ン
コ
ー
ラ
ス
に
よ
る
由
利

　
本
荘
市
歌
、
主
催
者
あ
い
さ
つ
、

　
来
賓
祝
辞
、
鏡
開
き

◆
舞
踊
（
午
前
10
時
20
分
）

　
鳥
海
舞
踊
会
に
よ
る
踊
り
の
発
表

◆
百
宅
そ
ば
早
喰
い
大
会（
午
前
11
時
20
分
）

　
恒
例
！
地
元
そ
ば
の
早
喰
い
大
会

　
（
男
女
別
に
実
施
）

◆
歌
謡
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
シ
ョ
ー（
正
午
）

　
セ
ン
チ
ャ
ー
ズ
バ
ン
ド
ラ
イ
ブ
、

　
歌
と
三
味
線
と
お
笑
い
の
バ
ラ
エ

　
テ
ィ
ー
シ
ョ
ー

◆
さ
な
ぶ
り
抽
選
会（
午
後
２
時
20
分
）

　
特
産
品
な
ど
の
賞
品
が
当
た
る
抽

　
選
会

▽
主
催
　
鳥
海
新
緑
ま
つ
り
実
行
委

　
員
会

▽
問
い
合
わ
せ
先
　
鳥
海
総
合
支
所

　
産
業
課
（
☎
57
―
２
２
０
５
）

▽
と
き
　
６
月
15
日（
日
）午
前
７
時

　
30
分
〜
受
け
付
け
、
８
時
〜
安
全

　
祈
願
祭
、
８
時
45
分
〜
記
念
登
山

▽
と
こ
ろ
　
鳥
海
山
百
宅
登
山
口

　
（
大
清
水
園
地
）

※
記
念
登
山
に
参
加
す
る
方
は
、
昼

　
食
・
飲
料
水
、
雨
具（
防
寒
具
）な

　
ど
を
お
持
ち
の
う
え
、
登
山
に
適

　
し
た
服
装
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
記
念
登
山
参
加
料
　
現
地
集
合
者

　
／
千
円
、
送
迎
バ
ス
利
用
者
／
千

　
５
百
円
（
当
日
い
た
だ
き
ま
す
）

※
た
だ
し
、
神
事
の
み
参
加
の
方
、

　
小
学
生
以
下
は
無
料
で
す
。

▽
バ
ス
運
行
　
午
前
６
時
30
分
、
鳥

　
海
総
合
支
所
発
（
先
着
20
人
）

▽
申
し
込
み･

問
い
合
わ
せ
先

　
６
月
11
日（
水
）午
後
５
時
ま
で
、

　
市
観
光
協
会
鳥
海
支
部
（
鳥
海
総

　
合
支
所
産
業
課
内
☎
57
―
２
２
０

　
５
）

　
平
成
19
年
度
の
固
定
資
産
税
、
軽

自
動
車
税
、
市
・
県
民
税
、
国
民
健

康
保
険
税
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。
納
め
忘
れ
て
い
る
方
は
、
お

近
く
の
金
融
機
関
、
Ｊ
Ａ
ま
た
は
市

役
所
内
市
金
庫
で
納
付
し
て
く
だ
さ

い
。

　
市
税
の
納
付
は
、
安
心
で
確
実
な

口
座
振
替
を
お
勧
め
し
ま
す
。
手
続

き
は
と
て
も
簡
単
で
す
。
通
帳
と
届

出
印
を
持
参
の
う
え
、
市
内
の
金
融

機
関
、
Ｊ
Ａ
、
郵
便
局
ま
た
は
市
収

納
課
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
平
成
20
年
度
市
税
の
納
期
限
は
、

次
の
納
税
カ
レ
ン
ダ
ー
の
と
お
り
で

す
。
期
限
内
の
納
付
を
お
願
い
し
ま

す
。

※
納
期
限
後
の
納
付
に
は
、
督
促
手

　
数
料
、
延
滞
金
が
加
算
さ
れ
ま
す

　
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
心
身
に
障
害
が
あ
り
、
歩
行
が
困

難
な
方
な
ど
が
利
用
す
る
軽
自
動
車

に
つ
い
て
は
、
そ
の
障
害
の
程
度
に

よ
り
軽
自
動
車
の
減
免
制
度
が
設
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
減
免
を
受
け
る
た

め
に
は
、
次
の
と
お
り
期
限
ま
で
に

申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
減
免
申
請
で
き
る
方
　
身
体
障
害

　
者
手
帳
、
療
育
手
帳
、
戦
傷
病
者

　
手
帳
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手

　
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方

※
障
害
の
程
度
に
よ
っ
て
、
減
免
に

　
な
ら
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

▽
申
請
に
必
要
な
も
の
　
減
免
申
請

　
書
、
身
体
障
害
者
手
帳
等
、
運
転

　
免
許
証
、
軽
自
動
車
税
納
税
通
知

　
書
（
５
月
12
日（
月
）発
送
）
、
印

　
鑑

※
本
人
以
外
の
方
が
運
転
す
る
場

　
合
、
生
計
同
一
証
明
、
常
時
介
護

　
証
明
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

▽
申
請
書
提
出
先
　
市
税
務
課
住
民

　
税
班
、
各
総
合
支
所
振
興
課
税
務

　
班

▽
提
出
期
限
　
５
月
26
日（
月
）

▽
問
い
合
わ
せ
先
　
市
税
務
課
住
民

　
税
班
（
☎
24
―
６
３
０
３
）
ま
た

　
は
各
総
合
支
所
振
興
課
税
務
班
ま

　
で

軽自動車税 固定資産税 市県民税 国民健康保険税税目
納期限
６月２日（月）

　　30日（月）

７月31日（木）

９月１日（月）

　　30日（火）

10月31日（金）

12月１日（月）

21年1月5日（月）

　　2月2日（月）

　　3月2日（月）

全期 第１期

第２期

第３期

第４期

第１期

第２期

第３期

第４期

第１期

第２期

第３期

第４期

第５期

第６期

第７期

第８期

　固定資産税について、数多く寄せられている質問を
ご紹介します。
Ｑ　地価が下落しているのに固定資産税額が上がる場
合があるのはなぜ？
Ａ　平成６年度に宅地の評価水準を全国一律に地価公
示価格の７割を目途とする評価替えが行われ、評価額
が大幅に上昇しました。上昇した分をそのまま税額に
反映すると、税の負担が急激に増えることになります
ので、負担調整という仕組みが導入され、負担水準に
応じて段階的に税が上がるようになっています。
　そのため地価が下落し、評価替えで評価額が下がっ
た土地でも、負担水準が低い土地は税負担が上昇する
場合もあります。

※本来は課税標準額＝評価額（住宅地においては評価
　額×住宅用地特例率）ですが、地域や土地によって
　評価額と課税標準額の差が大きい所と小さい所があ
　ります。この差から生まれる税負担の格差を負担水
　準を判断基準として調整します。      
◆問い合わせ先　税務課資産税班（☎24－6305）

負担水準（％）＝
　　前年度課税標準額 

×１００
　　　　　　　新評価額（×住宅用地特例率）

前年据え置きまたは引き下げ
前年課税標準額＋新評価額×住宅用地特例率×５％
新評価額×７０％
前年課税標準額据え置き
前年課税標準額＋新評価額×５％

80％以上
80％未満
70％超
60％以上70％以下
60％未満

課税標準額負担水準
住　宅
用　地

非住宅
用　地

●負担水準によって税額を調整

「市消防本部：本荘消防「市消防本部：本荘消防
　署：矢島消防署」　署：矢島消防署」

電話は火を消してから！電話は火を消してから！

「市消防本部：本荘消防
　署：矢島消防署」

電話は火を消してから！

　調理中にそばを離れるとき　調理中にそばを離れるとき
は必ず火を消しましょう。は必ず火を消しましょう。
　調理中にそばを離れるとき
は必ず火を消しましょう。



　
大
沢
川
の
水
位
を
ポ
ン
プ
の
運
転

が
可
能
な
水
位
ま
で
上
昇
さ
せ
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▽
と
き
　
５
月
21
日
（
水
）
〜
23
日

　（
金
）（
水
深
１
・
５
 
程
度
ま
で

　
上
昇
、
ポ
ン
プ
運
転
は
23
日
午
後

　
１
時
30
分
〜
１
時
間
程
度
）

※
ポ
ン
プ
運
転
は
見
学
で
き
ま
す
。

　
ポ
ン
パ
ル
に
直
接
お
越
し
く
だ
さ

　
い
。な
お
、洪
水
な
ど
の
災
害
が
予

　
想
さ
れ
る
場
合
は
中
止
し
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先
　
国
土
交
通
省
秋

　
田
河
川
国
道
事
務
所
防
災
課
（
☎

　
０
１
８
―
８
６
４
―
２
２
９
４
）、

　
同
子
吉
川
出
張
所
（
☎
22
―
６
３

　
６
０
）

　
在
宅
介
護
支
援
を
目
的
に
「
市
指

定
ご
み
袋
」
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

　
対
象
者
は
、
４
月
１
日
現
在
で
介

護
保
険
法
に
基
づ
く
要
介
護
度
認
定

４
ま
た
は
５
の
判
定
を
受
け
て
い
る

在
宅
者（
家
族
）が
い
る
世
帯
で
す
。

　
介
護
保
険
被
保
険
者
証
と
印
鑑
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
４
月
１
日
現
在
、
特
別
養
護
老
人

　
ホ
ー
ム
な
ど
社
会
福
祉
施
設
に
入

　
所
し
て
い
る
方
は
対
象
外
で
す
。

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
市
生
活
環
境
課
（
☎
24
―
６
２
５

　
３
）、
各
総
合
支
所
市
民
課

メ
ー
ト
ル

　75歳以上の方が国保から後期高齢者医療制度に移行しても、
国保に残った方の税額がこれまでと同程度になるように、次のような
軽減が受けられます。いずれも、申請の必要はありません。

①所得が低い世帯の軽減
　国保税は、世帯主と国保被保険者の所得を合算した額に応じて
「均等割」と「平等割」が７割、５割、２割、それぞれ軽減されていま
す。
　これまで軽減を受けていた世帯について、75歳以上の方が後期
高齢者医療制度に移行したため世帯の国保被保険者が減少して
も、世帯構成や所得が変わらなければ、最高５年間、従前と同様の軽
減が受けられます。
　　〔例〕夫婦２人の世帯で、夫（世帯主）が75歳以上、
　　　　　妻が75歳未満。
　　　　　これまで２割軽減を受けていた場合。

②世帯別平等割の軽減
　75歳以上の方が後期高齢者医療制度に移行したため、国保の
被保険者が１人となる場合、最高５年間、平等割が半額になります。
　　〔例〕夫婦２人の世帯で、夫（世帯主）が75歳以上、
　　　　　妻が75歳未満。
　　　　　国保の被保険者は妻１人となる場合。

19年度まで 20年度から
資格状況 夫、妻ともに『国保』夫が「後期」、妻が『国保』

資格状況
概念図 夫 夫妻

後期高齢者
医療均等割

国保均等割

夫、妻ともに『国保』 夫が「後期」、妻が『国保』

国保の
被保険者数

２人 １人

軽減判定
内容

※　ただし、夫は擬制世帯主と
　なり、国保の納税義務者であ
　ることに変わりなし。

　２人の合計所得
が103��円以下で
あったため２割軽
減に該当。

　国保の被保険者１人の場合の２
割軽減該当所得は68��円以下。
　軽減判定所得には、擬制世帯
主の所得も加算されるため、夫と
妻２人の合計所得が68万円以下
でないと２割軽減に該当しない。

　後期高齢者医療制度に移行し
た夫の分も軽減判定人数に加え
て算定する。 
　その結果、これまで同様２人の
合計所得が103万円以下であれ
ば２割軽減に該当する。

軽減措置

19年度まで 20年度から

国保均等割
妻

国保均等割

国保均等割国保　平等割

軽減措置

問い合わせ先　市税務課国保税班（☎24�|6306）▽

　市民の皆さん、秋田県が12年連続自殺率全国一という現状を知っていま
すか？近年、私たちの生活は大きく変化しており、家庭・職場・地域にお
いてストレスを感じる機会が少なくありません。このストレスが重なって、
長く続くと、やがて体や心に影響を及ぼし「うつ状態」や「うつ病」にな
ることがあります。もっと深刻になると、自殺に追い込まれるなど大変な
状況を引き起こすことがあります。自殺者の９割が何らかの精神疾患にか
かり、その中でも「うつ病」が関係しているといわれます。
　県では、毎年500人に近い方が自らの命を絶っています。本市でも平成
17年・18年と45人が自殺でなくなっており、県内でも自殺率が高い地域に
なっています。
　男女別自殺者数では、男性が女性の2.5倍です。年齢別では50歳代・40歳
代・70歳代と続き、男性の働き盛りの年代に多くなっています。自殺の動
機は、①病気の悩みなどの健康問題、②倒産・失業・多重債務等の生活経
済苦、③精神疾患等、④介護疲れなど家庭での問題（秋田県警調べ）と続
き、さまざまな要因が絡み合って心理的に追い込まれた結果、最終的に自
殺に至っているようです。
　市では、このような現状を踏まえ、自殺予防活動に取り組んでおります
が、依然として自殺する者は減っていないことから、関係機関との連携を
図りながら自殺予防対策に取り組むことにしております。まずは市民の皆
さまに、「うつ病」・「自殺予防」を中心に、こころの健康について３回
シリーズでお送りします。

　昨年まで市で実施してきた基本健診（循環器検診）は、「特定健診」と「後
期高齢者の健康診査」に変わりました。実施主体も各医療保険者（国民健康保
険・健康保険組合等）へ変更されておりますので、これらに伴った健診の受け
方にご注意ください。

＜国民健康保険以外の方は・・・受診券が必要です＞
　国民健康保険以外の被用者保険の被扶養者（家族）の方は、各医療保険者ご
とに特定健診会場や料金等が異なりますので、各医療保険者からのお知らせに
従ってください。
　また一部の被用者保険の被扶養者（家族）の方は、市の特定健診（実施主体
・国保）を受けられる場合があります。その場合、医療保険者が発行する受診
券がなければ市の特定健診を受けることができませんので、ご注意ください。
◇後期高齢者の健康診査は？
　75歳以上の方（後期高齢者医療加入者）は、市の特定健診と同じ会場で健康
診査を実施します。

◇65歳以上の方には医療保険の区別なく「基本チェックリスト」「生活機能評価」が実施
　されます。（健診料金は介護保険で負担します。）介護保険証をご持参ください。
◇30歳～39歳の方について
　特定健診の対象ではありませんが、市の独自事業として、健康診査を医療保
　険の区別なく受診できます。健診料金の自己負担は2,000円です。
◇生活保護世帯の方は、市の特定健診（実施主体・国保）と同じ会場で健康診査を
　実施します。緊急時医療依頼証を提示してください。健診料金は無料です。
 ※健診会場は、昨年の基本健診とほぼ同様ですが、詳細は広報でお知らせしますのでご確認ください。
 ※各種がん検診については医療保険の区別なく受診できます。
　　　　　お問い合わせ　健康管理課、各支所福祉保健課、保健センターまで

40歳以上74歳以下
○健診料金　自己負担　2,000円
　　　（健診料金のおよそ１／３）
○保険証をご持参ください

国民健康保険
加入者

75歳以上
※65歳～74歳で障害認定により後
期高齢者医療に加入の方を含む

○健診料金　無料
○保険証をご持参ください
○生活習慣病（糖尿病、高血圧、心疾患、脳
　血管疾患等）で治療中の方は、同等の検
　査を医療機関でも実施していますのでこ
　の健康診査を受診する必要はありません

後期高齢者
医療加入者



        

●
４
月
か
ら
名
称
が
変
わ
り
ま
し
た 

　
地
域
共
同
研
究
セ
ン
タ
ー
は
、
こ
の
四
月
よ

り
地
域
連
携
・
研
究
推
進
セ
ン
タ
ー
（
略
称
・

地
研
セ
ン
タ
ー
）
に
名
称
が
変
り
ま
し
た
。 

　
平
成
十
五
年
に
旧
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
て
以

来
、
県
立
大
学
は
産
学
連
携
を
中
心
に
、
よ
う

や
く
地
域
に
顔
が
見
え
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま

し
た
が
、
よ
り
地
域
の
方
々
に
わ
か
り
や
す
い

よ
う
に
�
地
域
連
携
�
と
い
う
言
葉
を
使
い
ま

し
た
。 

　
大
学
と
地
域
と
の
連
携
を
図
る
組
織
と
し
て
、

産
学
連
携
や
地
域
交
流
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。 

●
よ
ろ
ず
の
相
談
を
承
り
ま
す 

　
旧
セ
ン
タ
ー
の
名
称
か
ら
は
「
地
域
と
共
同

で
�
研
究
�
す
る
と
こ
ろ
」
と
い
う
印
象
が
あ

り
ま
し
た
。
実
際
は
共
同
研
究
だ
け
で
な
く
、

ち
ょ
っ
と
し
た
技
術
相
談
や
講
師
の
派
遣
な
ど

も
承
っ
て
い
ま
す
。 

　
大
学
の
知
恵
を
活
用
し
た
い
、
大
学
と
連
携

し
た
い
と
い
う
場
合
に
は
、
ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
ふ
さ
わ
し
い
専
門
分
野
の
教
員
を
紹
介

し
、
ま
た
連
携
す
る
関
係
機
関
を
ご
案
内
す
る

な
ど
、
一
緒
に
解
決
策
を
探
っ
て
い
き
ま
す
。 

●
地
元
の
応
援
に
感
謝
し
て
い
ま
す 

　
本
荘
由
利
産
学
共
同
セ
ン
タ
ー
に
は
、
技
術

相
談
や
共
同
研
究
の
案
件
に
つ
い
て
県
立
大
学

へ
の
橋
渡
し
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

同
セ
ン
タ
ー
の
母
体
で
あ
る
　
本
荘
由
利
産
業

科
学
振
興
財
団
か
ら
は
、
教
員
や
学
生
の
研
究
・

国
際
交
流
活
動
に
、
真
心
の
あ
る
助
成
を
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。 

　
県
立
大
学
は
こ
う
し
た
地
元
の
熱
意
あ
る
ご

支
援
に
感
謝
し
、
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

今
後
と
も
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

〝
〟

小　川　斗　鴻 

【経歴】富士通機電㈱、秋田
精工㈱（西目地域）で電気制
御設計などに従事、ＩＳＯコ
ンサルタントなどを経て、今
年４月に県立大学のコーディ
ネーターに就任。 
【自己紹介】川口在住、趣味
はサッカーとソフトボールで
す。コンサルタントの経験を
活かしてお話をじっくり伺い
ます。気軽にお声をかけてく
ださい。 

問い合わせ先 
TEL:27―2947　FAX:27―2945 

メール：h_stic＠akita-pu.ac.jp 

ホームページ： 
http://www.akita-pu.ac.jp/stic/  
※場所は、大学院棟６階。本荘キ
ャンパス敷地内の東側（奥）です。 

お　　 がわ　　   と　　  こう 

ち 

け
ん 

（財）

〝
〟
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◎本荘図書館　☎22－4900 
神と怨霊（思うままに）　　梅原　猛 
ジバク　　　　　　　　　　山田宗樹 
ヨムマラソン－42.195kmの脳内活劇 
　　　　　　　　　　　　　吉田誠一 
ワタシは最高にツイている　小林聡美 
夜を守る　　　　　　　　　石田衣良 
ジーン・ワルツ　　　　　　海堂　尊 
そら　いろいろ　　　　　　小澤征良 
大人の見識　　　　　　　　阿川弘之 
不機嫌な職場　　　　　　　高橋克徳  
３年で辞めた若者はどこへ行ったのか 
　　　　　　　　　　　　　城　繁幸 
ひとりでは生きられないのも芸のうち 
　　　　　　　　　　　　　内田　樹 
小説防衛省　　　　　　　　木下英冶 
「婚活」時代　　　　　　　山田昌弘 
堀文子トスカーナのスケッチ帳 
　　　　　　　　　　　　　堀　文子 
水墨画山河を描く　　　　　打矢　悳 
まじょのおとしもの　　　　油野誠一 
もりのおふろ　　　　　　　西村敏雄 
◎岩城図書館　☎73-3673 
菜種晴れ　　　　　　　　　山本一力 
美貌と処世　　　　　　　　林真理子 
あなたの余命教えます　　　幸田真音  
風花　　　　　　　　　　　川上弘美  
日と月と刀　上・下　　　　丸山健二  
夜に目醒めよ　　　　　　　 梁　石日  
こぐまくん こぐまくん なにみてるの？ 
　　　　　　　　　エリック・カール  
先生と老犬とぼく　ルイス・サッカー  
おばけの花見　　　　　　 内田麟太郎  
ぼくたち･わたしたちの地球温暖化問題  
　　　　　　 ローリー・ディヴィッド  
◎由利図書館　☎53-2121 
すべては脳からはじまる　 茂木健一郎 
夜回り先生の「子どもたちよ！大人たちへ」 
　　　　　　　　　　　　　水谷　修  
月読　　　　　　　　　　　太田忠司  
福袋　　　　　　　　　　　角田光代  
真犯人　　　　　　　　　　森下香枝  
バブル　　　　　　　　　　田中森一  
大人になるための社会科入門　乙武洋匡  
まぼろし商店街　　　　　　串間　努  
魔女の盟約　　　　　　　　大沢在昌  
母の品格　　　　　　　　　多湖　輝  
ドコドコドコモダケ かきうち みか 
めっきらもっきらどおんどん（大型絵本） 
 長谷川摂子 
ぐりとぐらのえんそく（大型絵本） 
 中川李枝子 
 



＜4月16日～30日受け付け分＞

　とき…５月25日（日） 
　ところ…秋田プレステージゴルフ倶楽部 
　主催…本荘ゴルフ協会 
　参加費…3,000円（プレー代は個人負担）
　定員…80人（先着順）
　申し込み・問い合わせ先　５月18日
（日）まで、本荘ゴルフ協会事務局（㈲"""""
　タカハラ広告内）（☎23－0305）

　とき…５月17日（土）午前９時～午後５時、 
　　　　　   18日（日）午前９時～午後４時
　ところ…文化会館（地下会議室）
※花の苗プレゼント（100本位）　
　問い合わせ先…四樹の会　佐藤さん
　　　　　　　　　　　（☎22－4448）

　とき…６月４日（水）午前９時～
　ところ…西目カントリーパーク多目的広場
　参加費…300円　　参加資格　西目地域在住者
　申し込み・問い合わせ先 ５月28日（水）
　まで、西目町グラウンド・ゴルフ同好
　会事務局 斎藤さん（☎33－2938）

　とき…６月７日（土）午前10時～正午
　ところ…鶴舞会館　　参加費…無料
　内容…ミニ運動会　　 
　対象…親と子、祖父母と孫などどなたでも
　申し込み・問い合わせ先…６月２日　
　（月）まで、市社会福祉協議会本荘支所
　　　　　　　　　　　（☎24－3634）

　とき…６月１日（日）
　　　　午後１時30分開場
　　　　午後２時開演
　ところ…アクアパル
　チケット…一般2,500円、 
　小中高生500円
　主催…ひとつぶの汗の会
　問い合わせ先…石崎さん
　　　　　　（☎22－1433） 

　内容…花の苗・陶器・軍
　手・そば殻枕など
　問い合わせ先…秋田県心
　身障害者コロニー（☎33
　－2255）、生産品直売所
　「歩人」（☎33－4310）

　とき…５月31日（土）ま
　で　午前９時～午後５時
　ところ…天鷺ワイン城 
　問い合わせ先…
　　　　（有）天鷺ワイン
　（☎74－2100）※入場無料

　とき…５月28日（水）
　午後１時～２時30分
　ところ…天鷺村陶芸工房
　費用…1,500円
　申し込み・問い合わせ先…
　加賀さん（☎73－2919）

安川　誠　　 加藤　識実

　安川誠と加藤識実による 
コンサートが行われます。

大　場　トキヱさん（97歳）石脇
関　野　重　代さん（86歳）石脇
今　野　　　秦さん（15歳）赤沼下
阿　部　ハルミさん（88歳）葛法
佐　藤　チ　ヨさん（91歳）薬師堂

大　井　幸　子さん（97歳）後町
齋　藤　玉　子さん（68歳）桶屋町
佐々木　三太郎さん（84歳）大鍬町
正　木　ア　イさん（85歳）大鍬町
和　田　鐵　男さん（81歳）砂糖畑
佐　藤　冨　雄さん（97歳）笹道
石　川　チ　ヨさん（84歳）古雪町
工　藤　良　子さん（71歳）荒町
小　松　た　まさん（79歳）二番堰
辻　　　應　隆さん（67歳）御門
眞　坂　キ　ミさん（84歳）三条
佐　藤　榮太郎さん（77歳）矢島町荒沢
八　坂　智　江さん（86歳）矢島町城内
相　庭　二　郎さん（70歳）矢島町元町
佐々木　フクヨさん（89歳）矢島町元町
佐々木　チ　ヤさん（92歳）岩城亀田大町
堀　井　　一郎さん（82歳）岩城内道川
工　藤　　　弘さん（76歳）前郷
須　田　昭　市さん（73歳）前郷
齊　藤　春　藏さん（87歳）高尾
伊　藤　ス　ヱさん（85歳）大内三川
伊　藤　タツヱさん（82歳）岩谷町
阿　部　ミ　ヨさん（77歳）羽広
東海林　キクノさん（90歳）葛岡
佐々木　勝　悦さん（79歳）滝
吉　尾　啓　一さん（79歳）牛寺
佐々木　朝　晴さん（54歳）岩谷町
遠　藤　重太郎さん（76歳）東由利蔵
小　松　龍　一さん（92歳）東由利舘合
小　松　ナ　ミさん（69歳）鳥海町才ノ神
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人と自然が共生する  躍動と創造の都市�
ま�ち�

第
２
回
出
羽
富
士
鳥
海
ツ
ー
デ
ー
ウ
オ
ー
ク
２
０
０
８

■�
　
一
昨
年
の
秋
、
本
市
を
会
場
に
千
百
人
あ
ま
り
が
参

加
し
た
出
羽
富
士
鳥
海
ツ
ー
デ
ー
ウ
オ
ー
ク
。
今
度
は

「
新
緑
の
美
し
い
季
節
に
、
鳥
海
山
や
日
本
海
を
眺
め

な
が
ら
歴
史
み
ち
を
歩
こ
う
」
と
の
企
画
で
、
六
月
二

十
八
日
、
二
十
九
日
に
第
二
回
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

そ
の
参
加
申
し
込
み
の
受
け
付
け
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。�

　
今
回
、
初
日
は
本
市
（
主
会
場
・
本
荘
公
園
前
広
場
）
、

二
日
目
は
に
か
ほ
市
（
同
・
蚶
満
寺
境
内
）
が
会
場
と

な
り
、
両
日
合
わ
せ
て
二
千
人
の
参
加
が
見
込
れ
て
い

ま
す
。
傷
害
保
険
の
適
用
と
合
わ
せ
、
交
通
安
全
確
保

の
た
め
係
員
が
コ
ー
ス
で
誘
導
。
ま
た
、
コ
ー
ス
途
中

で
の
湯
茶
の
無
料
提
供
の
ほ
か
、
主
会
場
で
は
ブ
ラ
ス

バ
ン
ド
や
太
鼓
の
演
奏
な
ど
、
楽
し
い
催
し
も
行
わ
れ

ま
す
。
雨
天
決
行
。�

　
全
国
か
ら
参
加
す
る
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
愛
好
者
と
一
緒

に
、
現
代
の
芭
蕉
に
な
っ
て
歩
い
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。�

▽
参
加
資
格
　
性
別
、
年
齢
不
問
。
た
だ

　
し
、
小
学
三
年
生
以
下
は
保
護
者
の
、

　
身
体
が
不
自
由
な
方
は
介
助
者
の
同
伴

　
が
必
要
で
す
。�

▽
参
加
費
　
市
内
一
般
八
百
円
（
高
校
生

　
以
下
は
無
料
。
市
外
一
般
参
加
は
千
八

　
百
円
＝
当
日
参
加
は
二
千
円
）�

▽
参
加
記
念
品
　
コ
ー
ス
地
図
、
ゼ
ッ
ケ

　
ン
、
大
会
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
、
バ
ッ
チ
、

　
記
念
品�

▽
携
行
品
（
各
自
で
準
備
）
弁
当
、
水
筒
、

　
コ
ッ
プ
、
雨
具
、
帽
子
、
タ
オ
ル
、
健

　
康
保
険
証
（
写
し
）
な
ど�

▽
参
加
申
し
込
み
　
大
会
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

　
に
は
さ
み
込
み
の
振
込
用
紙
に
ご
記
入

　
の
う
え
、
最
寄
り
の
郵
便
局
に
お
持
ち

　
く
だ
さ
い
。
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
各
総
合

　
支
所
、
出
張
所
、
公
民
館
、
駅
、
大
型

　
店
な
ど
で
お
求
め
く
だ
さ
い
。�

�

森
林
環
境
の
保
全
な
ど
に
配
慮�

し
た
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。�

　
キ
ジ
は
本
州
・
四
国
・
九
州
に
広�

く
生
息
。
日
本
国
有
の
種
で
東
北
地�

方
の
キ
タ
キ
ジ
な
ど
四
亜
種
が
自
然�

分
布
し
て
い
ま
し
た
が
、中
国
大
陸
・�

朝
鮮
半
島
が
原
産
の
コ
ウ
ラ
イ
キ
ジ�

が
主
に
北
海
道
な
ど
に
狩
猟
目
的
で�

移
入
さ
れ
、
野
生
化
し
て
い
ま
す
。�

　
雄
は
美
し
い
緑
色
、
雌
は
全
体
的�

に
茶
褐
色
。
「
桃
太
郎
」
の
昔
話
を�

通
じ
、
古
く
か
ら
広
く
親
し
ま
れ
て�

お
り
、
気
品
に
あ
ふ
れ
た
姿
、
勇
壮�

で
愛
情
細
や
か
な
習
性
な
ど
か
ら
岩�

手
県
や
岡
山
県
の
ほ
か
、
多
く
の
自�

治
体
の
鳥
に
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。�

　
市
内
各
地
の
河
川
敷
や
農
耕
地
の�

ほ
か
、
市
街
地
で
も
水
林
な
ど
で
そ�

の
美
し
い
姿
に
接
す
る
機
会
が
多
い�

と
言
わ
れ
ま
す
。�

　
市
の
鳥
・
キ
ジ
を
対
象
と
し
、
愛�

鳥
思
想
・
自
然
保
護
思
想
の
普
及
を�

図
り
つ
つ
、
豊
か
な
地
域
づ
く
り
に�

努
め
ま
し
ょ
う
。
身
近
な
目
撃
情
報�

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。�

大会事務局長�
工藤次郎さん�

（67歳）�

20

大
会
パ
ン
フ
レ
ッ
ト�

　ウオーキングは、気兼ねなく「気楽に
つき合える」運動として、人気ナンバー
ワンです。誰でもどこでも、いつでも好
きな時間に好きな仲間と、とにかく歩く
だけですので自由です。歩くと気分が
良くなり、ストレスが解消され、元気が
湧きます。食欲も増進し、よく眠られます。�
　また、友人が増え、行動範囲が広がり、
性格も明るくなりますし、生きがいが生
まれ、生き方も変わってきます。ウオー
キングにはこんな素晴らしい実践効果
があるのです。参加費800円ですが、そ
れ以上の効果を与えてくれます。市の
皆さん、ぜひ知人、友人を誘い、一緒に
ウオーキングを楽しみませんか。�
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